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　目的　被服着用時のmicro clinateの変化に関する被服衛生学的研究は、盛んになりつつあるが、macroな環境条件の変化

による着裟形態への影響に関する定量的な研究は、未だ、少ない傾向にある。本研究は、都市における着装形態が、環境条

件によっていかなる影響を受けるかを数量的に把禅することを目的としでいる。特に、昼間における成｡人男女の上着の着用

実態を、気温を指標にして比較解明することに主眼をおいている。

　方法　成人男女の着装形態についての街頭調嗇を、東京都千代田区神保町の神保町交差点周辺において実mした。信号の

切り替わり時に集団となって横断歩道を歩いてくる通行人を一写真機で楊mして、着装形態を杷柳した。こうLた操作を一回

の調査につき５回繰り返した。調査期間は｡19 8 9年5 、6 および８月の月曜日から令曜日までのうちの延べ2 1.日間で

あり、時間は、昼間の最も気温の上昇する午後２時とした。大気環境の状熊を表す環境データとして気淵、温度および風速

を東京都環境保全局の都庁前および文京常時監視局での測定結果から収集した。

　結果　男子については、背広、ジャッケト、ジャンパー等を着用しているものから僻用率を算定した。女子については、

より判定が困難であるが、ジャッケト、ブレザー、カーディガン等を着用している場合には上着着用あり、ブラウス、ワン

ピース、トレーナー等を着用している場合には上着着用なしとした。　その結果、、h着着用率(＝y )と気温< ＝X）との

間には以下の回帰式で示される良好な相関関係が認められた。

　　　　　　　　　　男子　y = －3 . 9 9 X　十　14 3,　r = －0 . 9 5 0　　( n ＝2 1 ）

　　　　　　　　　　女子　y = - 4 . 9 7 X　＋　15 0,　r = －0 . 8 1５　　( n ＝2 1 )

すなわち、気温が１度上昇するにつれて、成人男女の上着着用車はそれぞれ約４および5 %減少することが明らかとなった。

なお、本研究遂行には、本学大学院生内田直子、剱持久美子、竹内佐輝子の諸君の助力を得た。深謝する。
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目的　近年、消費者の健康への関心の高まりと共に、健康又は美容効果等の特殊機能を付

記した衣料品の宣伝、広告が目につくようになった。しかし一方で、これらの商品に対す

る消費者の苦情も増大し、表示の適正化が検討されている。本研究は、このような現状を

把握することを目的として、1988年～1989年にわたり出版された、新聞・雑誌等印刷媒体

による広告の実態を調査しようとするものである。

方法　調査した出版物は、発行暦数の上位を占める新聞４紙、Iスポ　ツ新聞３紙谷I繊維系

新聞２紙、週刊誌8 紙.女性週刊誌３紙、及び、予備調査の結果比較的多くこの種の広告

が掲載されていた月刊紙3 1紙で、いずれも1988年、1989年の１月, 4月、７月、1 0月

の各月に出版されたすべての号を対象とした。調査項目は、商品名、効能、原理、キャッ

チフレーズ、素材、価格、販売方法、メーカー、販売店等である。

結果　1 )特殊機能を付記した衣料としては、Ｉ　1.シェイプアップ・ファンデーション

2 .ハイサポート・パンスト　3.痩身用衣服　4.保温・健康肌着　5.遠赤外線衣料　6.磁気

衣料　7 .健康寝具　8.抗菌・防臭衣料　9.静電防止衣料　1 0.紙おむつ　□。健康履物
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．　その他　に分けられた。2 ) 1.2.3.の広告は女性週刊誌及びヤング女性誌に集中して

るのに対し、４～1 2は他の新聞・週刊誌に多くみられ、広告内容と広告媒体との間には密

な関係があった。3 ）1988年に比して19 89年では広告量が激減した。その原因として

、商品が一般に普及して広告の必要性が消失した為と、誇大広告に対する世論及び公取

等の指導の効果があったことによるものが考えられる 本研究の一部は、文部省科研費の補助によった．


